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画き、表 1のように、主題材として 31個、導入題材として 9個の製作品を試作した。その各工程ご
とに、加工内容、作業時間、使用工具・機器を記録するとともに、材料費を算出した。試作品の主
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表１ 試作品の材料費、加工法、作業時間
No 試 作 品 名 材料費（円）
加 工 法





A 額縁♯ 1  1965 K,N,Syo  K,S,A,O,H  K,Sp  265
 
B 額縁♯ 4  1767 K,N,Syo,I  K,S,A,O  K,Sp  160
 
C ペン立て♯ 5  299 K,N,Kn  K,S,St,A,O,H,T  190
 
D 三段式マガジンラック 2073 K,N,I,Ku  K,S,A,O  250
 
E パイプマガジンラック 1416 K,N,I,A  K,S,A,O,T,Sy,Ne  360
 
F スライド式本立て 1293 K,N,I,A,Ku  K,Sy,Ne  185
 
G 卓上状差し♯ 2  536 K,N,I,Ku  K,S,A,O,T  170
 
H 小物台付き CDラック♯ 1  2048 K,N,I,A,Ku  K,S,St,O,T,Sy,Ne  255
 
I 仕切り付き CDラック 2955 K,N,A,Kk  K,S,A,T,Sy,Ne  330
 
J 小箱 1440 K,N,Syo,Nm,A,Kk,Kn K,A,S  K,Sp  250
 
K ポスト 1133 K,N,Syo,Ku,Kn,Nm,T K,S,Sh,O,A,R,T K,Sp  290
 
L 新聞受け♯ 2  1430 K,N,A,I,Ku,T,Nm  K,A,S,St,O,T,R  305
 
M 教室机用引き出し 471 K,N,A,I  K,S,St,A,O,H,T  345
 
N 引き出し付き台 788 K,N,A,I,Kk,Ku  K,S,A,O,H,T  260
 
O 角材 CDラック♯ 2  491 K.N.A  K,S,A,O,T  300
 
P アクリル蓋付き CDラック♯ 2 1927 K,N,Syo,A,Kk,n  K,Sp,Oa,A  200
アンケート対象外品
1 額縁♯ 3  1883 K,N,Syo,I,Kn  K,S  K,Sp  165
 
2 額縁♯ 2  1767 K,N,Syo,I  K,S,A,O  K,Sp  185
 
3 マルチラック 600 K,N,Syo,A,Kn  K,S,A,Ne  255
 
4 ペン立て♯ 2  192 K,Kn,N  K,S,O,H  155
 
5 ペン立て♯ 3  192 K,Kn,N, K,S,O,H  155
 
6 ペン立て♯ 4  450 K,Kn,A,I,N  K,S,A,O,H,T  220
 
7 三段式角形MR  2039 K,N,Ku  K,S,A,O  295
 
8 卓上状差し♯ 1  273 K,N,I,Ku  K,S,A,O,T  150
 
9 自在 CDラック♯ 2  900 K,N,I,A,Syo,Nm,Ku,Kn K,S,St,O,T,Sy,Ne  230
 
10 ブックエンド付き本立て 1343 K,N,Ku,T,Nm  K,A,S,St,O,T,R  240
 
11 スチール缶トレイ 20 K,N,Syo,Ku  K,S,Os  125
 
12 栓抜き 180 K,A,N  K,S,A,O,R,T  260
 
13 アクリル仕様 CDラック♯ 1  1412 K,N,A,Kk,Ku  K,Sp,A,Oa  140
 
14 写真立て♯ 1  572 K,N,A,Kn  K,S,St,O,A,H  215
 
15 写真立て♯ 2  425 K,N,A,Kn  K,S,St,Ne,O,A,H  232
導入教材用の作品
1 空き缶ペン立て♯ 1  11 K,N  K,S,O  75
 
2 空き缶ペン立て♯ 2  26 K,N,Nm  K,S,O  75
 
3 アルミ缶トレイ 20 K,N  K,S,Os  60
 
4 ヒヨコ型ペン立て 52 K,N,A  K,Sy  65
 
5 アクリル小箱♯ 1  232  K,Sp,I  35
 
6 アクリル小箱♯ 2  214  K.Sp  40
 
7 木の小箱♯ 1  201 K,N  55
 
8 木の小箱♯ 2  186 K,N,I  55
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き出しは下位になっている。
３．３．２ 評価の観点別回答数間の相関関係



































































































































図３-１ 作りたいと思った物を選んだ理由 図３-２ 作りたくないと思った物を選んだ理由
144 加 藤 幸 一・藤 沢 昌 平・阿久澤 正 彦
表３ 作りたい理由に対する回答の分散分析結果
理 由 変動因 自由度 平均平方 F値 Pr＞F 差の検定
使いやすそう 性別 1  0.001  0  0.949
学年 2  0.434  1.74  0.176
交互作用 2  0.182  0.73  0.483
役に立ちそう 性別 1  1.323  5.95  0.015  F＞M
学年 2  0.136  0.61  0.542
交互作用 2  0.017  0.08  0.926
簡単そう 性別 1  0.017  0.13  0.720
学年 2  0.532  4.15  0.016  1＞3
交互作用 2  0.130  1.01  0.365
格好がよい 性別 1  3.739  20.61  0.0001  F＞M
学年 2  0.243  1.34  0.262
交互作用 2  0.033  0.18  0.836
おもしろそう 性別 1  0.108  0.78  0.377
学年 2  0.135  0.98  0.376
交互作用 2  0.494  3.58  0.029
材料が好き 性別 1  0.085  1.27  0.259
学年 2  0.017  0.25  0.782
交互作用 2  0.009  0.13  0.878
値段が安い 性別 1  0.377  7.80  0.005  M＞F
学年 2  0.048  1.00  0.370
交互作用 2  0.150  3.09  0.046
使いたい 性別 1  0.943  4.17  0.042  F＞M
学年 2  0.093  0.41  0.662
交互作用 2  0.272  1.20  0.301
新鮮みがある 性別 1  0.001  0.01  0.909
学年 2  0.013  0.21  0.810
交互作用 2  0.035  0.57  0.564
作りたい 性別 1  0.216  1.42  0.235
学年 2  0.459  3.02  0.050
交互作用 2  0.035  0.57  0.564
安全そう 性別 1  0.187  2.00  0.159
学年 2  0.133  1.42  0.244
交互作用 2  0.080  0.86  0.425
能力にあっている 性別 1  0.021  0.51  0.477
学年 2  0.029  0.70  0.499




































した。表 4に、因子ごとに質問を区分し、各質問について 4又は 3（そう思う）を選択した比率を
表４ データベースに対する評価の回答結果（4，3（そう思う）を選択した比率）
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めたところ、生徒が作品を製作する場合、その製作物が使いたいものかどうかが影響し、また、
作品の外観や見栄えが製作意欲に影響していることが認められた。簡単だから作りたいと考えて
いないことも分かった。
4)選定の各観点ごとの理由に対する回答数について性別、学年の 2元の分散分析から、性別、学
年の違いは見られたが、全体的には、作りたいものを選んだ理由では、役に立つ、使い勝手が良
い、使いたいという理由で作品を選んでいることが分かった。
5)製作品の使用材料比率と評価の観点との関連を求めたところ、木材が少ないと使いたくない傾
向にあると一応は理解できた。しかし、試作品では、木材が少なくなると、すなわち金属やプラ
スチックの使用割合が多くなると、出来映えが悪くなる傾向があったので、このことが影響して
いるとも考えられる。
6)製作品を構想させる場合には、多くの製作品例を知る体験をさせることが望ましく、この目的
から、試作品の写真等をWebページ上に掲載した。
7)本データーベースの効果を知るために、製作品の構想をさせる授業に本データベースを使用し
てもらい、その効果を検討したところ、データベースの製作品を参考にして、自分なりの製作品
を構想したり、製作品を創意工夫したりする上で効果があることが認められた。
8)本データベースをWebページに掲載後、幾つかの他機関のリンク先に取り上げられている。ま
た本データベースを用いた新しい授業の取り組みが見られるようになった。
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